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経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
日
本
原
子
力
産
業
協
会

は
三
月
一
○
日
、
国
内
原
子
力
関
連
企
業
に
よ
る
海
外
展
開
や

事
業
承
継
、
人
材
育
成
支
援
な
ど
、
原
子
力
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
維
持
・
強
化
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
「
原
子
力
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
都
内
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。会
場
・

オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
約
六
○
○
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

　

開
会
に
際
し
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
武
藤
容
治
経

産
相
は
、
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
に
言
及
し
、
既
設
炉
の
再
稼
働
と
運
転
期
間
延
長
を
最
重

要
課
題
に
あ
げ
た
ほ
か
、
将
来
の
次
世
代
革
新
炉
の
開
発
に
向

け
て
、「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
人
材
確
保
は
必
須
の
課
題
」
と

述
べ
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
意
義
を
強
調
し
た
。 

　

毎
年
三
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
回
で

三
回
目
と
な
る
。
二
○
二
三
年
に
経
産
省
よ
り
「
原
子
力
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
）
の
設
立
発

表
に
合
わ
せ
開
催
さ
れ
、
二
○
二
四
年
の
開
催
時
に
は
、
来
日

中
だ
っ
た
Ｒ
．
Ｍ
．
グ
ロ
ッ
シ
ー
国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

事
務
局
長
も
出
席
す
る
な
ど
、
海
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い

る
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
設
立
以
降
、
経
産
省
で
は
、
国
内
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

か
ら
な
る
視
察
団
の
海
外
派
遣
、
セ
ミ
ナ
ー
・
意
見
交
換
会
・

座
談
会
の
開
催
、
原
子
力
関
連
企
業
約
四
○
○
社
を
対
象
と
し

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、
原
子
力
人
材
育
成
支
援
も
含
め
た
支
援

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。 

　

「
原
子
力
産
業
の
現
在
と
未
来
」と
題
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
革
新
炉
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

座
長
を
務
め
る
斉
藤
拓
巳
氏
（
東
京
大
学
教
授
）、
電
気
事
業
連

合
会
副
会
長
の
佐
々
木
敏
春
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
事
業

の
予
見
性
確
保
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。 

　

パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、近
藤
寛
子
氏（
マ
ト
リ
ク
ス
Ｋ
代
表
）

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
他
、
中
小

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
企
業
か
ら
も
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
壇
し
、
次

世
代
革
新
炉
の
開
発
・
建
設
に
向
け
た
取
組
、
供
給
途
絶
対
策
、

国
際
連
携
、
人
材
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
議
論
。
同
じ
く
登
壇

し
た
経
産
省
と
文
科
省
の
担
当
課
長
は
、
省
庁
が
連
携
し
た
取

組
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。 

　

今
回
も
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
革
新
炉
開
発
に

取
り
組
む
大
手
メ
ー
カ
ー
の
他
、
プ
ラ
ン
ト
の
健
全
性
を
支
え

る
バ
ル
ブ
・
配
管
等
を
製
造
す
る
中
小
企
業
も
参
加
。
海
外

展
開
も
見
据
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
。 （
以
上
、原
子
力
産
業
新
聞
記
事「
原
子
力
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
」
よ
り
転
載
。
図
中
ｕ
ｒ
ｌ
参
照
）

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
に
生

き
る
動
物
（
そ
の
九
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
市
内
の

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
前
な
ど
の
広
場
や
プ
ラ
ー
タ
ー
公
園
な

ど
の
公
園
内
で
ハ
ト
を
よ
く
見
か
け
る
。
正
確
に
は
ド
バ
ト
が

主
流
で
、
カ
ワ
ラ
バ
ト
に
近
い
外
見
の
個
体
が
多
く
見
ら
れ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
の
ハ
ト
は
比
較
的
人
を
警
戒
す
る
個
体
が
多
く
、
特

に
厳
し
い
冬
に
は
公
共
施
設
の
軒
先
や
彫
像
の
上
で
じ
っ
と

寒
さ
を
し
の
ぐ
姿
が
見
ら
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
に
長
年
暮
ら
し
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
動
物
好
き
で
知
ら
れ
、
特
に
犬
や
鳥
を

好
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
が
住
ん
で
い
た
家
の
周
辺
に
は

ハ
ト
が
多
く
集
ま
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
作
曲
に
没
頭
し
て

い
る
最
中
も
、
そ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
い
た
と
い
う
。
皇
帝

フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
Ⅰ
世
の
治
世
下
で
、
リ
ン
ク
通
り
の
建

設
が
進
め
ら
れ
、
現
在
ハ
ト
が
多
く
生
息
す
る
公
園
や
広
場
も

整
備
さ
れ
た
。
彼
の
愛
し
た
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
の
庭
園
で

は
、
現
在
も
ハ
ト
が
多
数
生
息
し
、
宮
殿
の
景
観
の
一
部
に
な
っ

て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
ハ
ト
は
「
愛
ら
し
い
都
市
の
一
部
」

と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
増
え
す
ぎ
た
ハ
ト
に
よ
る
糞

害
が
む
し
ろ
問
題
視
さ
れ
、
歴
史
的
建
造
物
に
は
ハ
ト
よ
け
の

対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
に
生
息
す
る
ハ
ト
の
多
く
も
ド
バ
ト
で
あ
り
、

市
街
地
の
神
社
仏
閣
や
公
園
、
駅
前
広
場
な
ど
に
多
数
生
息
し
、

特
に
観
光
地
で
は
人
懐
っ
こ
い
個
体
も
見
ら
れ
る
。
食
べ
物
を

求
め
て
人
々
の
周
囲
に
集
ま
り
や
す
く
、
パ
ン
く
ず
や
穀
物
な

ど
を
好
ん
で
食
べ
る
。
室
町
幕
府
三
代
将
軍
・
足
利
義
満
は
、

石
清
水
八
幡
宮（
京
都
府
八
幡
市
）へ
の
信
仰
を
厚
く
し
て
い
た
。

石
清
水
八
幡
宮
で
は
、
八
幡
神
の
使
い
と
し
て
ハ
ト
が
神
聖
視

さ
れ
て
お
り
、
境
内
で
は
現
在
も
多
く
の
ハ
ト
が
見
ら
れ
る
。

義
満
は
た
び
た
び
同
宮
を
訪
れ
、
幕
府
の
権
威
を
示
す
場
と
し

て
も
活
用
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
義
満
の
時
代
に
は

ハ
ト
が
神
聖
な
存
在
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
。
豊
臣
秀
吉
は
、

伏
見
稲
荷
大
社
を
深
く
信
仰
し
て
お
り
、
社
殿
の
修
復
や
奉
納

を
行
っ
た
。
稲
荷
信
仰
で
は
キ
ツ
ネ
が
主
神
の
使
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
一
部
の
説
で
は
、
ハ
ト
も
「
神
の
使
い
」
と
し
て
祀

ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
い
う
。
ま
た
、
秀
吉
の
築
い
た
伏
見
城

の
跡
地
に
も
ハ
ト
が
多
く
生
息
し
、
京
都
の
歴
史
と
ハ
ト
の
結

び
つ
き
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
ト
は

日
本
全
体
で
平
和
の
象
徴
で
あ
る
が
、
京
都
で
は
ハ
ト
は
神
聖

な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
多
く
、
観
光
地
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
在
住
時
は
、
シ
ュ
テ
フ
ァ

ン
大
聖
堂
前
や
プ
ラ
ー
タ
ー
公
園
内
で
よ
く
ハ
ト
を
目
撃
し

た
。
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
害

鳥
扱
い
さ
れ
て
い
る
と
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
京
都

で
も
平
安
神
宮
や
鴨
川
沿
い

な
ど
で
ハ
ト
を
よ
く
見
か
け

た
が
、
神
の
使
い
と
は
こ
ち

ら
も
知
ら
な
か
っ
た
。
今
月

も
両
地
に
生
き
る
動
物
を
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運

に
感
謝
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン

市
内
の
路
上
で
遊
ぶ
ハ
ト
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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